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こ
れ
か
ら
オ
ル
ド
ス
の
東
辺
に
沿
っ
て
鎮

北
台
の
あ
る
楡
林
ま
で
、
一
足
先
に
渡
河
し

た
長
城
を
追
い
か
け
る
。
こ
の
長
城
を
行
く

旅
の
な
か
で
も
、
い
ち
ば
ん
過
酷
な
行
程
に

な
る
だ
ろ
う
。

　
中
国
の
道
路
で
も
っ
と
も
よ
く
整
備
さ
れ

て
い
る
の
は
高
等
級
公
路
だ
。
都
市
間
を
む

す
ぶ
高
速
道
路
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ

の
次
は
国
道
で
、
以
下
、
省
道
、
県
道
、
郷

道
と
な
る
。
快
適
に
走
れ
る
の
は
省
道
ま
で

で
、
県
道
以
下
は
悪
路
が
多
い
。
こ
れ
か
ら

目
指
す
楡
林
ま
で
は
省
道
と
県
道
、
郷
道
が

混
在
す
る
の
で
、
で
こ
ぼ
こ
道
や
砂
ぼ
こ
り

に
悩
ま
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
偏
関
を
朝
早
く
に
出
発
し
た
バ
ス
は
客
を

拾
い
な
が
ら
黄
河
沿
い
を
南
行
す
る
。
大
河

の
向
こ
う
に
は
絶
壁
の
黄
土
層
と
オ
ル
ド
ス

の
砂
漠
が
展
開
す
る
。
激
し
く
揺
れ
る
バ
ス

は
3
時
間
ほ
ど
で
省
境
の
街
、
保
徳
に
到
着

し
た
。
ま
だ
山
西
省
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
橋

を
渡
り
、
西
隣
り
の
陝
西
省
に
入
る
。
長
い

橋
に
は
欄
干
も
な
く
、
越
境
す
る
人
た
ち
が

三
輪
車
や
徒
歩
で
対
岸
の
街
、
府
谷
を
め
ざ

す
。
橋
の
下
に
は
黄
河
の
濁
流
が
あ
る
。

　
大
橋
を
歩
い
て
渡
り
き
る
と
、
す
ぐ
に
楡

林
行
き
の
バ
ス
が
き
た
。
神
木
で
小
休
止
し
、

楡
林
に
着
い
た
の
は
黄
昏
の
こ
ろ
だ
っ
た
。

連
日
の
強
行
軍
で
体
調
は
甚
だ
悪
く
、
す
ぐ

に
安
宿
を
み
つ
け
て
体
力
を
養
う
。

　

翌
朝
、
楡
林
の
街
が
予
想
外
に
大
き
く
、

現
代
的
で
あ
る
こ
と
に
驚
く
。
城
壁
の
内
側

に
あ
る
旧
市
街
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
、
デ
パ
ー
ト
や
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
店
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。
城
壁
の
外

は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
な
ど
真
新
し
い

建
物
の
に
ぎ
わ
い
が
郊
外
に
む
か
っ
て
延
び
、

経
済
発
展
が
内
陸
の
奥
深
く
ま
で
浸
透
し
て

い
る
こ
と
を
知
る
。

　
鎮
北
台
は
車
で
20
分
ほ
ど
の
距
離
だ
。
街

の
喧
騒
が
と
ぎ
れ
た
農
村
地
帯
に
4
層
構

造
の
城
楼
が
忽
然
と
出
現
す
る
。
基
底
部

の
一
辺
が
お
よ
そ
80
メ
ー
ト
ル
、
最
高
層

が
30
メ
ー
ト
ル
の
台
形
を
成
し
、
2
階
の
南

面
す
る
門
額
に
「
向
明
」
の
２
文
字
が
大

き
く
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
明
の
万
歴
35

（
1
6
0
7
）
年
、
オ
ル
ド
ス
か
ら
進
入
を

く
わ
だ
て
た
騎
馬
民
族
の
韃だ
っ
靼た
ん
軍
を
食
い
止

め
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
。
万
里
の
長
城
に

点
在
す
る
城
楼
の
中
で
最
大
規
模
を
誇
る
。

　
鎮
北
と
は
北
方
異
民
族
を
鎮
め
る
こ
と
で

あ
り
、
向
明
と
は
「
こ
こ
よ
り
大
明
国
」
の

意
味
で
あ
ろ
う
。
4
階
か
ら
四
周
を
な
が
め

る
と
、
東
西
に
の
た
う
つ
長
城
を
鎮
北
台
が

堅
牢
に
繋
い
で
い
る
の
が
わ
か
る
。
西
に
は

草
原
と
樹
林
の
間
を
縫
う
よ
う
に
楡
渓
河
が

流
れ
、
そ
の
向
う
に
オ
ル
ド
ス
砂
漠
を
遠
望

で
き
る
。
明
の
時
代
、
鎮
北
台
は
西
安
府
を

防
衛
す
る
辺
境
の
要
塞
だ
っ
た
の
だ
。

　
張
家
口
以
西
の
長
城
は
土
長
城
で
あ
る
こ

と
が
多
い
。
こ
こ
も
同
じ
で
、
駱
駝
の
背
の

よ
う
に
風
化
し
た
そ
の
姿
は
、
た
だ
の
土
手

と
見
ま
ち
が
え
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。              

　

旧
市
街
に
も
ど
っ
て
、
南
北
に
の
び
る

大
街
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
。
万
沸
楼
、
新
明

楼
、
鐘
楼
、
凱
歌
楼
、
鼓
楼
な
ど
の
古
建
築

が
美
し
い
。
路
傍
で
は
老
人
た
ち
が
車
座
に

な
っ
て
中
国
将
棋
を
さ
し
て
い
る
。
小
ぎ
れ

い
な
食
堂
に
入
っ
て
一
〜
二
品
の
地
元
料
理

を
注
文
し
た
。
卓
上
に
は
、
唐
辛
子
、
ラ
ー

油
、
胡
椒
な
ど
香
辛
料
の
小
壷
が
並
ん
で
い

る
。
お
気
に
入
り
の
老
陳
酢
（
山
西
黒
酢
）

が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
こ
が
黒
酢
文
化
の
な

い
陝
西
省
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

長
城
を
行
く

第
八
回

▲万沸楼 ( 南大街 )
中欧折衷の造作から、清代以降に建てられたものと思われる。
楡林では唯一欧米の宗教色が感じられる建築物だ。現在の楡林
に外国人は少なく、滞在中に一人も出会うことはなかったが、
外国語学院には日本人留学生が少数在籍しているらしい。

▲路上の楽しみ
北大街の鼓楼周辺では、老人たちが三々五々集まりゆったりと
将棋やトランプなどを楽しんでいる。子供の姿が見えるのは街
の治安が良い証拠だ。

中
村
達
雄（
な
か
む
ら
・
た
つ
お
）◆
ラ
ジ
オ
ペ
キ

ン
、オ
リ
ン
パ
ス
、博
報
堂
な
ど
に
勤
務
し
、中
国
に

16
年
間
駐
在
す
る
。現
在
、明
治
大
学
非
常
勤
講
師

　

万
里
の
長
城
は
偏
関
郊
外
の
老
牛
湾
で
黄
河
を
渡
っ
た
。
オ
ル

ド
ス
沙
漠
の
夷
界
に
侵
入
し
た
の
だ
。
石
こ
ろ
だ
ら
け
の
ゴ
ビ
が

陝
西
と
寧
夏
の
省
境
で
南
に
深
く
食
い
込
み
、
農
耕
を
不
可
能
に

し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
古
来
、
遊
牧
騎
馬
民
族
が
跋ば

っ

扈こ

し
た
。


